
　　
　  　　　　

ご使用上の注意
1.使用可能な環境
・一般家庭用電話機が使用できる回線でお使いください。ひかり回線等のIP回線上では、トータル抵抗値などの設置環境や一部のモデム、 
    ルーター等では使えない場合があります。また、声がこもるような場合があります。
・ISDNやADSLでも稀に正しく作動しない場合があります。

2.機能上の注意
・本電話機には保留機能は付いておりません。受話器側のボタンを押している間、マイクがオフになるミュート機能があります。
・留守番電話機能は付いておりません。
・着信音量の調節は可能です(取扱説明書参照)が、無音に設定した場合、受話器を取り上げると設定は解除されます。常時着信音を無音に
　する機能は付いておりません。

3.交換機(PBX)/ビジネスフォンに接続して使用
・一般家庭用の電話機のため、アナログ接続となります。
・一部のアナログ交換アダプタでは抵抗値の制限がありますので、使用できない場合があります。

4. 壁面取付のご注意
T-3電話機を壁面に取付けてご使用になる場合は、受話器のカールコードが壁面等の障害物で干渉しないように設置してください。(図1/図2)
障害物があると受話器の下部が本体より浮き上がり、回線に接続された状態となる恐れがあります。(図3)
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＜修理受付センター＞
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Jacob Jensen T-3 Telephone

※日本のナンバーディスプレイ機能には対応しておりません。

本製品はデンマークのブランド、Jacob Jensen＜ヤコブ・イェンセン＞によりデザインされました。彼がデザインした製品は独創性のある
シンプルかつクラシックなデザインで世界的に高い評価を得ています。これまでに世界中から100もの賞を受賞しており、ニューヨーク近
代美術館(MoMA)のデザイン・スタディ・コレクションおよびデザイン・コレクションには、彼の作品19点が収められています。

JACOB JENSEN T-3電話機をお買い上げいただきありがとうございます。

JACOB JENSEN T-3電話機は、外部電話線につないで使用します。卓上設置と壁掛けの両方に対応しており、ダイヤルし
た番号の表示、13件までの番号登録、ミュートの各機能を備えるほか、呼び出し音の高／低調節もできます。

【1】本器の取付け
＜テーブルスタンドの取付け方法＞
付属のテーブルスタンドを次の方法で取付けてください。
a. 電話機本体の底部にある突起部をテーブルスタンドの四角穴(小さい方)にカチッと音がするまで差し込みます。
b. 受話器と本体にカールコードをつなぎ、回線コードを底部モジュラーコンセントにつなぎます。

＜テーブルスタンドの取外し方法＞
四角穴の中にある突起部をペンもしくは指で押しながらテーブルスタンドを引き抜きます。

＜壁掛け設置方法＞
次の方法で本器を壁に取付けてください。※本書裏面の注意事項を参照してください。
a. 付属のネジを使い、壁に本体を取付けます。
b. 受話器と本体にカールコードをつなぎ、回線コードを底部モジュラーコンセントにつなぎます。

【2】電話のかけ方
受話器上部を人差し指で軽く押さえると受話器がはずれます。
a. 受話器をとってツーという音が聞こえるのを確認します。
b. 電話番号をダイヤルします。
c. 電話をかけ終わったら受話器を戻します。

【3】リダイヤル
相手が話し中等で、もう一度電話をかけ直したいときには　　　　キーを押すと同じ番号が自動的にリダイヤルされます。
この番号は、次に別の番号をダイヤルするまで保存されます。(番号が32桁を超える場合は保存できません)

【4】ワンタッチナンバー／ツータッチナンバー
本製品は、ワンタッチナンバー3件、ツータッチナンバー(短縮ダイヤル)10件、電話番番号最大20桁までの電話番号1件を登録で
きるメモリー機能を備えています。

● 電話番号の登録は次の方法で行います。
＜ワンタッチナンバー＞
a. 受話器をとり、ツーという音が聞こえるのを確認します。
b.        　　　  キーを押します。
c. 登録する電話番号を入力します。
d.   M1   、M2   、M3   キーのいずれかを押します。 
e. 受話器を戻して登録を完了させます。

＜ツータッチナンバー＞
a. 受話器をとり、ツーという音が聞こえるのを確認します。
b. 　　　  キーを押します。
c. 登録する電話番号を入力します。
d. 　　　  キーを押します。
e. 0～9のキーを押し、受話器を戻して登録を完了させます。

＜ MEM＋ キーを使った電話番号の登録＞
 MEM＋ キーを使ってよく使用する電話番号1件を登録することができます。
a. 番号をダイヤルした後、　　　  と MEM＋ キーを押して登録します。(次に別の番号を登録するまで保存されます）
b. 電話をかけるときは受話器をとり、ツーという音が聞こえてから  MEM＋ キーを押すと、登録した番号が自動的にダイヤルさ 
　　 れます。

※交換機(PBX)を通して電話をかける場合、外線用の番号と電話番号の間にポーズを挿入しなければならないことがあります。
ポーズを挿入するには　　　  キーを押します。（例：0　　　　　70226033）

【5】自動ダイヤル
＜ワンタッチナンバー＞
受話器をとり、ツーという音が聞こえたら  M1   、M2   、M3   キーのいずれかを押します。
＜ツータッチナンバー＞
受話器をとり、ツーという音が聞こえたら　　　  キーを押し、0～９のキーでロケーションを選択します。

【6】ミュート機能
受話器のミュートボタンを押し続けている間は、通話用マイクがオフの状態になります。ボタンを離すと通話用マイクはオンの
状態に戻ります。

【7】着信音
着信音を「高」または「低」に調節することができます。音の切り替えは、底部裏面のスライドスイッチで行います。

【8】通話時間のカウント
通話時間のカウントが表示されます。受話器をとるとカウントが始まり、59分59秒になるとゼロにリセットされて再びカウント
が始まります。受話器を置くと自動的にカウントが終了します。

【9】Rキー
このキーは、交換機(PBX)を通して電話をつなぐ際や電話会社の特殊サービスを利用する際などに使います。

【10】清掃
本製品の清掃には、柔らかい布を使用してください。強力な薬品、洗浄剤などは使用しないで下さい。

【11】仕様

：667Ω（直流回路 /最大）
　　　　線路の直流回路条件によっては使用できない場合があります。
：約W135×D198×H94mm（ベース取付時）
：970g（本体 +ベース）
：ABS・メタル
：ワンタッチダイヤル（メモリー 3件）、ツータッチダイヤル（メモリー 10件）※短縮ダイヤル
   ミュート機能・着信音音量調節・リダイヤル・壁掛け対応
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